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令和７年６月２日発行 

千川保育園 
 

朝晩はまだ涼しいですが、これから、本格的な梅雨の時期にも入ります。熱中症にならないように注意

が必要です。こまめな水分補給や体調管理を行い、元気に夏を迎えたいですね。 

むし歯があると、食事中、こんなようすが

見られることがあります。 

 

今月の行事 
 ３日（火）つぼみ組 

赤ちゅうりっぷ組 

4 日（水）黄色ちゅうりっぷ組 

５日（木）耳鼻科検診 9:００～ 

 6 日（金）たんぽぽ組 身体計測 

１０日（火）幼児組 身体計測 

１３日（金）歯科検診  9:30～ 

１６日（月）内科健診 

先月園で見られた感染症 

登園届が必要です 

 

プールに入ることで、耳と鼻の病気が悪化することがあります。プール活動を予定している、ゆり組とさくら

組は、眼科、耳鼻科検診の結果でプール活動が可能となります。検診当日、保育園をお休みする予定の方も検

診を受けることができます。お子さんの健康状態を把握するためにも検診を受けることをお勧めします。 

 

 

 

どうして起こるの？ 

熱中症 
汗がかけなくなることで体温調節が

できなくなるために起こります。体調

にもよりますが、気温 32℃以上、湿度

60％以上の環境で、十分な水分補給を

しないで運動すると発症しやすいと

いわれます。さらに子どもは、大人よ

りも脱水症状を起こしやすいので、よ

り注意が必要です。 

入浴し血行が良く
なったり、日光に
当たると、かゆく
なることがありま
す。 

と赤ちゃんに影響
があることがあり

ますので注意して
下さい。 

身体計測 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜虫刺されに悩まされる季節が近づいてきています＞ 
 

保育園でも、お子さんが虫に刺されないように、草むしりをしたり、網戸、

蚊取り線香を使用するなどしています。 

しかし、乳幼児期はまだ抗体があまりできていないので、蚊に刺された所がひ

どく腫れ、特に、皮膚の弱いお子さんはとびひになりやすいようです。 

とびひにならないためには、“掻かないこと”が大切です。 

とびひになってしまい、症状がひどい場合は早めに受診をすることをお勧め

します。 

＜虫除け剤について＞ 

虫よけ剤にはいろいろな種類がありますが、スプレー

タイプのものは付着効率が悪く、粒子も小さいため、虫

よけ剤に含まれる「ディート」という成分（一般的には

毒性が低いとされていますが、まれに体への影響がある

と報告されています。）を吸入することが考えられ、ご使

用をお勧めしていません。 

また、シールタイプのものも、万が一はがれた時に乳

児が拾って誤って飲み込んでしまう可能性があります。

リングタイプのものも、どこかに置き忘れてしまう等の

紛失の恐れがあるため、保育園での使用はご遠慮くださ

い。 

保育園で蚊にさされてしまったときには、 

・刺された部分を流水で洗う。 

（蚊が皮膚内に注入した液を洗い流し、腫れにくくなり

ます。） 

・できるだけ早く虫刺されの薬を塗る。 

という対応をしています。 

 

 

 

 

 

 

 


